
特集
地
銀
の
存
在
感
高
ま
る
病
院
支
援

病
院
の
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で

求
め
ら
れ
る
金
融
機
関
の
役
割

地
域
医
療
全
体
を
俯
瞰
し
た
早
期
の
積
極
的
関
与
が
重
要
に

昨
今
、
赤
字
の
病
院
が
全
体
の
７
割
を
超
え
る
な
ど
多
く
の
病
院
で
経
営
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

赤
字
の
原
因
は
賃
金
高
や
物
価
高
と
い
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
構
造
的
な
背
景
が
あ
る
。
人
口
減
少
と

人
口
構
成
の
変
化
が
病
院
経
営
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
す
で
に
病
院
固
有
の
問
題
か
ら
、

地
域
医
療
全
体
に
関
わ
る
問
題
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
病
院
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
は
産
官
金
の
連
携

が
不
可
避
で
あ
り
、
金
融
機
関
に
は
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
基
盤
と
し
た
伴
走
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。

イ
ン
フ
レ
下
で

八
方
ふ
さ
が
り
の
病
院
経
営

　

昨
今
の
賃
金
高
、
物
価
高
に
よ
り
、

病
院
（
注
１
）
の
経
営
環
境
は
一
段

と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
５

年
11
月
に
日
本
病
院
会
等
が
公
表
し

た
調
査
結
果
（
注
２
）
に
よ
る
と
、

24
年
度
の
病
院
全
体
の
医
業
利
益
率

は
▲
７
・
５
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
医

業
利
益
が
赤
字
の
病
院
の
割
合
は
74

・
６
％
に
達
し
て
い
る
。
倒
産
も
増

え
て
お
り
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

「
医
療
機
関
の
倒
産
・
休
廃
業
解
散

動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
25
年
の
医

療
機
関
の
倒
産
は
66
件
に
上
る
。
こ

れ
は
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
24
年

（
64
件
）
を
上
回
る
。

　

病
院
経
営
を
理
解
す
る
上
で
押
さ

え
て
お
く
べ
き
大
前
提
が
あ
る
。
小

売
業
で
あ
れ
製
造
業
で
あ
れ
、
市
場

の
競
争
原
理
が
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー

ル
」
を
決
め
て
い
る
が
、
病
院
が
提

供
す
る
医
療
行
為
は
「
公
共
財
」
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

わ
が
国
で
は
政
府
に
よ
る
統
制
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
病
院
の
収
支
を
左

右
す
る
診
療
報
酬
や
薬
価
、
病
院
の

認
可
と
い
っ
た
重
要
な
要
素
は
、
国

や
自
治
体
と
い
っ
た
公
的
機
関
に
よ

っ
て
規
制
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
制
度

設
計
は
、
医
療
の
公
平
性
と
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
が
、

同
時
に
病
院
経
営
の
自
由
度
を
大
き

く
制
限
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

社
長

渡
邊
准

　

地
域
活
性
化
支
援
本
部

　

事
業
再
生
支
援
チ
ー
ム

　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

瀬
戸
友
介
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特集
地銀の存在感高まる病院支援

　

一
般
病
院
（
注
３
）
の
各
費
用
の

対
収
益
比
率
は
給
与
費
が
56
・
２
％
、

医
薬
品
費
が
13
・
８
％
、
減
価
償
却

費
が
６
・
１
％
、
設
備
関
係
費
が
４

・
０
％
、
委
託
費
が
７
・
６
％
で
あ

る
（
注
４
）。
固
定
費
比
率
が
高
く
、

大
半
を
給
与
費
が
占
め
て
い
る
。
従

っ
て
、
賃
金
高
、
物
価
高
に
な
る
と
、

損
益
分
岐
点
売
上
高
が
大
き
く
上
昇

す
る
。
一
般
企
業
で
あ
れ
ば
、
販
売

代
金
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
先
述
の
と
お
り
診
療
報
酬
は

公
定
価
格
で
あ
る
た
め
、
事
業
者
の

都
合
で
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
多
く
の
病
院
が
八
方
ふ
さ

が
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
営
悪
化
の
深
刻
化
を

背
景
に
、
金
融
機
関
か
ら
地
域
経
済

活
性
化
支
援
機
構
（
以
下
、
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｉ
Ｃ
）
へ
の
病
院
の
再
生
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
お
り
、
と
り
わ
け
地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
大
型
急
性
期

病
院
に
関
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。

病
院
は
地
域
住
民
に
不
可
欠
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
官
民
フ
ァ
ン
ド

と
し
て
の
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
が
支
援
す
る

意
義
は
高
い
と
考
え
、
わ
れ
わ
れ
は

事
業
再
生
支
援
の
全
体
（
１
２
５
件
、

26
年
１
月
１
日
時
点
）
の
２
割
強
を

占
め
る
27
件
の
病
院
の
事
業
再
生
に

ハ
ン
ズ
オ
ン
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

診
療
報
酬
引
き
上
げ
に
よ
る

赤
字
解
消
は
限
定
的
か

　

こ
う
し
た
な
か
政
府
は
、
26
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
本
体
は
プ
ラ
ス

３
・
09
％
、
全
体
で
は
プ
ラ
ス
２
・

22
％
の
改
定
を
決
定
し
た
。
今
後
こ

の
改
定
率
を
も
と
に
、
厚
生
労
働
省

の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
で
診
療
科
ご
と
や
施
設

基
準
な
ど
に
よ
る
具
体
的
な
配
分
を

審
議
す
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
改
定
が
病
院
業
界

の
赤
字
解
消
に
つ
な
が
る
か
は
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
診
療
報

酬
改
定
は
、
外
部
環
境
の
変
化
に
よ

る
医
療
崩
壊
を
回
避
す
る
緊
急
対
応

で
あ
る
。
人
口
減
少
や
人
口
構
成
の

変
化
か
ら
過
剰
感
の
あ
る
病
床
を
抱

え
る
地
域
で
は
、
供
給
体
制
を
是
正

し
な
け
れ
ば
赤
字
解
消
に
は
向
か
わ

な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
地
域
医
療

の
再
編
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

病
床
は
、
そ
の
機
能
に
応
じ
て
次

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

重
症
患
者
や
緊
急
性
の
高
い
患
者
に

対
し
て
特
に
高
密
度
な
医
療
を
提
供

す
る
「
高
度
急
性
期
」、
重
症
患
者

や
緊
急
性
の
高
い
患
者
に
医
療
を
提

供
す
る
「
急
性
期
」、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
や
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

「
回
復
期
（
注
５
）」、
長
期
に
わ
た

り
療
養
が
必
要
な
患
者
を
入
院
さ
せ

る
「
慢
性
期
」
の
四
つ
だ
。
厚
労
省

は
、
16
年
に
将
来
の
人
口
減
少
や
医

療
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、「
地
域
医
療

構
想
」
と
し
て
都
道
府
県
ご
と
の
中

長
期
の
医
療
供
給
体
制
を
設
計
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

　

当
時
の
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る

25
年
の
病
床
の
必
要
量
（
入
院
受
療

率
や
推
計
人
口
か
ら
算
出
し
た
25
年

の
医
療
需
要
に
基
づ
く
推
計
）
は
高

度
急
性
期
が
13
万
床
、
急
性
期
が
40

万
１
０
０
０
床
、
回
復
期
が
37
万
５

０
０
０
床
、
慢
性
期
が
28
万
４
０
０

０
床
で
、
合
計
１
１
９
万
１
０
０
０

床
に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。
厚
労

省
の
「
２
０
２
３
年
度
病
床
機
能
報

告
」
で
は
、
直
近
の
病
床
構
成
は
高

度
急
性
期
が
16
万
床
、
急
性
期
が
52

万
５
０
０
０
床
、
回
復
期
が
20
万
４

０
０
０
床
、
慢
性
期
が
30
万
３
０
０

０
床
で
、
合
計
１
１
９
万
２
０
０
０

床
と
な
っ
た
（
注
６
）。
全
体
の
病
床

数
は
16
年
の
予
測
と
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
が
、
内
訳
は
異
な
っ
て
い
る
。

高
度
急
性
期
は
３
万
床
、
急
性
期
は

12
万
４
０
０
０
床
、
慢
性
期
は
１
万

９
０
０
０
床
の
乖
離
、
回
復
期
は
マ

イ
ナ
ス
17
万
１
０
０
０
床
の
乖
離
が

あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
23
年
度
の
病
床
数
は

全
国
の
病
院
が
報
告
し
た
も
の
の
集

計
で
あ
る
か
ら
、
乖
離
が
病
床
の
過

不
足
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、

地
域
ご
と
の
病
床
の
過
不
足
は
異
な

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域

医
療
再
編
の
在
り
方
を
考
察
し
た
い
。

Ｍ
＆
Ａ
に
限
ら
な
い

地
域
医
療
再
編
の
か
た
ち

　

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
は
、
地
域
内
全
体
の

医
療
供
給
の
状
況
を
ベ
ー
ス
に
方
針

を
定
め
、「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
強

弱
」
と
「
将
来
の
医
療
需
要
の
増

減
」
の
２
軸
か
ら
取
る
べ
き
打
ち
手

を
検
討
し
て
い
る
（
図
表
）。
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
と
は
、
対
象
病
院
が
そ

の
地
域
で
提
供
す
る
医
療
機
能
の
優

位
性
を
示
し
た
も
の
だ
。
具
体
的
に

は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
（
注
７
）
分
析

等
を
通
し
て
、
対
象
病
院
が
地
域
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
医
療
行
為
を
行

っ
て
い
る
か
、
ど
の
疾
患
に
お
け
る

医
療
機
能
が
強
み
な
の
か
を
明
確
に

し
、
病
床
稼
働
率
等
の
経
営
指
標
と

併
せ
て
判
断
す
る
。

　

将
来
の
医
療
需
要
は
、
全
国
の
地
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域
別
、
疾
患
別
の
受
療
動
向
が
受
療

率
と
し
て
公
表
さ
れ
て
お
り
、
年
齢

別
人
口
推
計
を
用
い
て
あ
る
程
度
予

測
で
き
る
。
現
在
、
全
国
平
均
で
は

全
体
の
入
院
需
要
は
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
入
院
需
要
が
大
き
い
75
歳
以

上
を
は
じ
め
、
小

児
以
外
の
各
年
齢

層
の
入
院
受
療
率

（
注
８
）
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
例

え
ば
、
以
前
は
患

者
10
万
人
の
う
ち

５
０
０
人
が
入
院

す
る
必
要
が
あ
っ

た
ケ
ー
ス
で
も
、

現
在
は
４
０
０
人

で
済
む
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
高
齢

化
が
進
み
、
高
齢

者
数
が
増
加
す
る

こ
と
で
全
体
の
入

院
需
要
を
押
し
上

げ
る
一
方
で
、
技

術
革
新
や
在
院
日

数
の
短
縮
圧
力
、

コ
ロ
ナ
禍
等
の
受

療
動
向
の
変
化
に

よ
り
、
入
院
患
者

数
の
増
加
が
抑
制
さ
れ
、
入
院
受
療

率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
将
来
の
医
療
需
要

を
予
測
し
て
い
く
こ
と
が
有
用
で
あ

る
。

　

図
表
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
の
病
院
は
、

需
要
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
領
域
で
明

確
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
築
け
て
い

る
。
そ
れ
故
、
収
支
も
黒
字
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
有
し
て
い

る
医
療
機
能
の
強
み
に
磨
き
を
か
け

て
い
け
ば
よ
い
。

　

問
題
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
３
、
４
で
、

将
来
の
医
療
需
要
が
見
込
め
な
い
病

床
を
多
く
有
し
て
い
る
。
こ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
属
す
る
病
院
が
、
わ
れ
わ

れ
の
支
援
先
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
た
と
え
診
療

報
酬
改
定
に
よ
っ
て
賃
金
高
、
物
価

高
に
対
応
し
た
と
し
て
も
、
赤
字
解

消
は
見
込
み
に
く
い
。
将
来
に
わ
た

っ
て
地
域
内
の
医
療
の
供
給
が
過
剰

と
な
る
か
ら
だ
。
よ
っ
て
、
地
域
単

位
で
の
医
療
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
適
正

化
に
努
め
る
た
め
、
病
床
機
能
の
再

編
を
目
的
と
し
た
病
院
の
統
廃
合

（
Ｍ
＆
Ａ
）
や
、
経
営
レ
ベ
ル
で
他

の
病
院
と
よ
り
強
固
な
連
携
関
係
を

構
築
す
る
等
、
地
域
医
療
の
再
編
が

必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
同
一
医
療
圏
で
近
接
す

る
二
つ
の
病
院
Ａ
と
Ｂ
が
あ
り
、
互

い
に
機
能
重
複
に
よ
り
競
合
し
、
一

方
ま
た
は
両
方
が
窮
境
に
陥
っ
て
い

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
す
る
。

両
者
は
、
互
い
に
急
性
期
病
床
を
運

営
し
、
救
急
の
受
け
入
れ
、
診
療
科
、

紹
介
元
が
重
複
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

複
数
の
病
床
機
能
が
重
複
す
る
一
方

で
、
お
の
お
の
の
病
院
で
算
定
す
る

入
院
料
に
は
格
差
が
あ
り
、
す
で
に

機
能
ご
と
の
優
劣
が
つ
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
二
つ

の
病
院
の
機
能
重
複
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
提
供
機
能
の
整
理
と
分
化

を
推
進
し
、
両
病
院
の
事
業
再
生
計

画
を
一
体
で
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
地
域
内
の
医
療
提
供

体
制
を
適
正
化
し
た
上
で
、
維
持
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
Ａ
病
院
は
救
急
等

の
重
症
度
の
高
い
患
者
を
受
け
入
れ

る
役
割
を
担
い
、
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
や

地
域
包
括
医
療
病
棟
の
新
設
・
増
床

に
よ
り
急
性
期
機
能
を
維
持
・
強
化

す
る
。
Ｂ
病
院
は
急
性
期
病
棟
を
縮

小
し
、
よ
り
配
置
基
準
の
緩
い
地
域

包
括
ケ
ア
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
の
増
床
、
療
養
病
床
・

介
護
系
入
所
施
設
等
へ
の
統
合
・
集

約
等
に
よ
り
後
方
機
能
を
強
化
す
る
。

　

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
互
い
に
競

合
す
る
の
で
は
な
く
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
共
に
地
域
医
療
を
守
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
医
療
が
充
実
す
る
。

「
地
域
医
療
の
再
編
」
と
い
う
と
病

〔図表〕 再生支援における病院マトリクス　　　

（出所） 　ＲＥＶＩＣヘルスケアチーム『医療・介護事業者の事業性評価と再生実務』（経済法令研
究会、2019年）をもとに筆者作成。

地域における
将来医療需要
増加
（供給不足）

地域における
将来医療需要
減少
（供給過多）

地域におけるポジショニング＝強い

地域におけるポジショニング＝弱い

＜カテゴリー4＞

＜カテゴリー１＞

＜カテゴリー2＞

＜カテゴリー３＞

強
化

強
化

転換

転換

転
換
強
化

金融財政事情2026． 2．17 18



特集
地銀の存在感高まる病院支援

院
同
士
の
Ｍ
＆
Ａ
を
想
像
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
近
隣
の
病
院
が
強
固

に
連
携
す
る
こ
と
も
そ
の
範
疇
だ
と

い
え
る
。

地
域
全
体
を
俯
瞰
し
た 

支
援
が
よ
り
重
要
に

　

25
年
12
月
に
金
融
庁
が
公
表
し
た

「
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
で
は
、

地
域
金
融
機
関
の
最
大
の
強
み
は
事

業
性
評
価
を
基
礎
と
し
た
顧
客
の
深

い
理
解
だ
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
顧
客
企
業

と
の
間
で
経
営
上
の
課
題
に
関
す
る

共
通
理
解
や
信
頼
関
係
を
醸
成
し
た

上
で
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な

金
融
・
非
金
融
の
支
援
を
通
じ
、
顧

客
企
業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ

と
」
が
金
融
機
関
自
身
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
上
で
重
要
だ
と
言
及
し

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
病
院

に
対
す
る
地
域
金
融
機
関
の
向
き
合

い
方
も
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

先
述
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
地
域

の
医
療
需
要
を
も
と
に
事
業
性
評
価

を
行
い
、
病
院
が
と
る
べ
き
戦
略
や

具
体
的
な
打
ち
手
に
つ
い
て
、
対
話

を
通
じ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
深
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
地
域
金
融
機
関
の
リ

ソ
ー
ス
だ
け
で
支
援
し
切
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
事
業
性
評
価

に
お
い
て
は
外
部
専
門
家
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

特
に
地
域
医
療
の
再
編
を
考
え
た
場

合
、
都
道
府
県
の
医
療
政
策
を
担
当

す
る
部
署
と
の
連
携
は
必
須
で
あ
る
。

厚
労
省
が
掲
げ
る
地
域
医
療
構
想
の

指
針
で
は
、
地
域
ご
と
の
実
情
に
応

じ
た
適
切
な
医
療
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
内
の
医
育
大

学
と
の
関
係
構
築
も
重
要
で
あ
る
。

　

病
院
の
倒
産
は
足
元
で
も
増
え
て

い
る
。
病
院
の
倒
産
に
よ
っ
て
地
域

か
ら
医
療
人
材
の
流
出
が
起
き
る
と

考
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
的
を
射
て
い
な
い
。
本

当
は
、
地
域
か
ら
医
療
人
材
が
流
出

し
た
結
果
、
必
要
な
医
療
体
制
が
維

持
で
き
ず
、
病
院
は
資
金
シ
ョ
ー
ト

に
陥
り
倒
産
す
る
と
い
う
方
が
真
相

に
近
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
連
鎖

こ
そ
地
域
の
医
療
崩
壊
を
招
い
て
い

る
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
る
前
に
、
早
期
に
地
域
医
療
の
再

編
を
想
定
し
た
支
援
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、
病
院
同
士
の
主
体
的

な
再
編
や
連
携
は
な
か
な
か
期
待
で

き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
債
権
者

で
あ
る
金
融
機
関
が
「
地
域
経
済
」

と
「
地
域
医
療
」
を
同
じ
視
点
で
考

え
、
地
域
医
療
全
体
を
俯
瞰
し
て
、

各
病
院
が
向
か
う
べ
き
方
向
性
を
共

に
考
え
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
注
）１　

医
療
法
１
条
の
５
に
お
い
て
定

義
さ
れ
て
い
る
20
床
以
上
の
病
床
を

有
す
る
施
設
。

２　

「
２
０
２
５
年
度
病
院
経
営
定

期
調
査 

概
要
版
│
結
果
報
告
（
集

計
結
果
）
│
」

３　

医
業
・
介
護
収
益
に
占
め
る
介

護
収
益
の
割
合
が
２
％
未
満
の
医
療

機
関
。

４　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

「
第
25
回
医
療
経
済
実
態
調
査 （
医

療
機
関
等
調
査
） 報
告
」

５　

厚
労
省
の
地
域
医
療
構
想
に
関

す
る
検
討
に
お
い
て
、
病
床
機
能
区

分
の
「
回
復
期
」
を
「
包
括
期
」
と

し
て
再
定
義
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
。

６　

厚
生
労
働
省
「
地
域
医
療
構
想
、

医
師
偏
在
対
策
等
の
検
討
体
制
に
つ

い
て
」

７　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
（D

iagnosis P
roce-

dure C
om

bination

：
診
断
群
分

類
）
は
、
日
本
の
急
性
期
医
療
に
お

け
る
分
類
手
法
お
よ
び
包
括
評
価
制

度
の
こ
と
。
こ
れ
に
基
づ
く
Ｄ
Ｐ
Ｃ

デ
ー
タ
は
、
患
者
の
診
療
プ
ロ
セ
ス

を
記
録
し
、
医
療
の
質
や
経
営
分
析

を
行
う
た
め
の
基
礎
と
な
り
、
多
く

の
急
性
期
病
院
で
診
療
報
酬
加
算
算

定
の
た
め
に
作
成
・
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

８　

特
定
の
調
査
日
に
お
け
る
入
院

患
者
数
を
そ
の
時
点
の
人
口
で
割
り
、

人
口
10
万
人
対
で
示
し
た
指
標
。

わ
た
な
べ　

じ
ゅ
ん

監
査
法
人
、
産
業
再
生
機
構
を
経
て

09
年
に
企
業
再
生
支
援
機
構
（
現
地

域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
）
入
社
。

多
数
の
病
院
再
生
案
件
に
従
事
し
、

23
年
６
月
か
ら
現
職
。

せ
と　

ゆ
う
す
け

03
年
あ
お
ぞ
ら
銀
行
入
行
、
病
院
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
・
医
療
事
業
評
価
等
に

従
事
。
21
年
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構
に
入
社
し
、
病
院
再
生
と
地
域

医
療
再
編
に
従
事
。
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